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s
ら

や
3

大
学
近
く
の
カ
フェ
を
取
LJ
上
げ
た
第
1
弾

ま
ち
の
魅
力
発
信
に一
役
ー。
長
久
手
市
の
愛

知
淑
徳
大
の
学
生
有
志
5
人
が、
市
内
の
飲
食
店

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
作

り、
同
大
の
学
生
に
配
り
始
め
た。
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
ま
ち
の
あ
れ
こ
れ
を、
若
い
感
性
で
順
次

取
り
上
げ
て
い
く
予
定
だ。

（
伊
藤
ち
さ
と）

7

I 愛知淑徳大生店や名所を取材、編集 I

1
枚
に
ぎ
ゅ
っ
と

長
久
手
の
魅
力

昨
年
末、
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
の
紹
介
を
す
る

同
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
(
c
c

C)
に、
市
観
光
交
流
協
会
が

協
力
を
求
め
た
の
が
き
っ
か

け。
「
長
久
手
を
盛
り
上
げ
る

活
動
を」
と
学
生
を
募
っ
た
と

こ
ろ、
5
人
が
応
じ
た。

早
速、
協
会
の
職
員
と
と
も

ー
キ」
な
ど
お
薦
め
の
メ
ニ
ュ

ー
や
内
部
の
写
真
を
撮
影。
自

分
た
ち
で
編
集
し、
A
4
の
プ

と

リ
ン
ト
1
枚
に
「
長
久
手
の
自

ん
大．
然
を
感
じ
ら
れ
る
温
か
い
空

等
で．

さ
徳

間」
な
ど
と
感
想
を
ま
と
め

野
淑
鎌
知

た。．

す
の

用
意
し
た
の
は
約
50
枚。
完

る
愛

に
平

成
し
た
6
月
ご
ろ
か
ら
C
C
C

手
片
を
市

に
置
い
た
と
こ
ろ、
追
加
で
印

ト
手

刷
が
必
要
に
な
る
な
ど
好
評
だ

ン
久
リ
長
っ
た。
メ
ン
バ
ー
の一
人、
人

た
ん

問
情
報
学
部
2
年
の
鈴
木
佑
維

プ＝し
さ

菜
さ
ん
(

20
)

は
「
み
ん
な
で
感

成
木
作
鈴

想
を
出
し
合
っ
て、
ど
う
し
た

ら
簡
潔
で、
分
か
り
や
す
い
説

明
に
で
き
る
か
を
考
え
だ」
と

話
す。2

週
間
に
1
回
ほ
ど
の
ペ
ー

分
か

り

や

す

く

好

評‘

追

加

印
刷

ス
で
話
し
合
い、
1
カ
月
半
ー

2
カ
月
に
1
回、
取
材
に
出
か

に
市
内
の
飲
食
店
や
観
光
地
を

け
て
い
る。
今
月
中
の
完
成
を

調
べ
て、
ど
こ
を
紹
介
す
る
か

目
指
す
第
2
弾
は
「
な
が
く
テ

を
決
定。
第
1
弾
は、
同
大
か

ク
テ
ク」
と
題
し、
農
産
物
直

ら
徒
歩
20

分
ほ
ど
の
場
所
に
あ

売
所
「
あ
ぐ
り
ん
村」
を
紹
介

り、
空
き
時
間
や
放
課
後
に
立

す
る
予
定。
同
学
部
3
年
の
鎌

ち
寄
り
や
す
い
カ
フ
ェ
「
和

野
夏
帆
さ
ん
(

21
)

は
「
将
来
的

n
o

d
o
c
a」
を
選
ん
だ。
．
に
は
学
内
に
限
ら
ず、
も
っ
と

学
生
た
ち
は
今
年
2
月＼
取

多
く
の
人
に
長
久
手
の
よ
さ
を

材
で
店
を
訪
れ、
2
時
間
に
わ

伝
え
た
い」
と
意
気
込
ん
で
い

た
っ
て
「
抹
茶
の
シ
フ
ォ
ン
ケ

る。

． 
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